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過去・現在・未来を紡ぐ都市の再編
THE CLOISTER TO CONECT BEHAVIOR
URBAN DESIGN FOR PAST,PRESENT AND FUTURE
三嶋隆太郎
Ryutaro MISHIMA
主査　渡辺真理　　　副査　下吹越武人・赤松佳珠子
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　In recent years, homogeneous city is in a increase and reduse the pubric space. It means that 
we lost the prodigality of the city. I suggest  to create voids in the city by to use the institution of 
pubric open space. Small voids in the city make abundant city for past, present and future.
Key Words : Urban Design,Pubric Open Space,KANSYO 
　名古屋市は、日本の三大都市の一つであり、日本で
も発達の著しい都市の一つである。建物の高層化や都
市開発が進み、都心部では超高層建築が乱立してい
る。日本では各地に同じようなビルが建ち並んでお
り、利潤だけを求めた高層化や再開発は、均質で退屈
な都市を量産している。
　均質な都市は、単純なしくみで利潤を生み、簡単に
管理でき、コストも抑えることが出来るのかもしれな
い。しかし、そんな都市に豊かさは存在しない。立ち
止まることが許されない、息の詰まるような都市の中
で、生活の便利さ、快適さ、安全さを求めるのではな
く、まずは豊かな都市をつくるということが要求され
ており、建築家や建築を学ぶ学生に求められているの
は均質な都市をつくることではなく、その場所唯一の
都市をつくることなのある。
利益を求め、均質化し、スクラップ & ビルドを繰り返
す都市。
日本は、高度経済成長と共に建築技術が発達し、地方
まで都市を拡大、建設を続けてきた。戦後の高度経済
成長の喜びと早急な戦災復興を求めるあまり、歴史や
そこにあった”振舞”が蔑ろにされてしまったのであ
る。こうして歴史は、排他的な立場に置かれ、誰もが
生活の便利さ、快適さ、安全さを追求した結果、誰に
でも適合するようなパターン化された生活を要求され
るようになった。生活も均質化することを要求されて
いるのである。こうして都市は、大量生産したような
表層のビルや住宅が建てられ、都心部と郊外、山地、
平地など関係無く、同じような都市が増加し、同じよ
うな生活が要求され、均質化していく。以前そこに何
があったかは当然忘れ去られてしまう。その場所に
あった”振舞”や歴史、地形、風土を考慮すれば同じ
ような都市は生まれないし、都市は個性的になるので
はないだろうか。
　公共空間の在り方を提案する。
　現在では名前ばかりの公共空間が増え、場が合って
もそこに”振舞”は無く、閑散とした場所になってい
る。都市に豊かな公共空間をつくるために、誰もが集
える”場としての公共空間”と過去・現在・未来を紡
ぐ”様々な振舞”、さらにそれらを結びつけるための”
建築”を提案する。それらが同時に存在することで豊
かな都市を構成する。
０．はじめに １．研究概要
fig.1　敷地の現状
Hosei University Repository
〈敷地〉
愛知県名古屋市中区
　敷地は、江戸幕府発足の際、名古屋城の築城に伴い、
清洲城から名古屋城へと都市移動（清洲越し）によっ
て始まった名古屋の城下町である。
　城下町としては珍しく、碁盤割りの街区割りがされ
ており、街区の中心には「閑所」という住人同士の
semi private な空間が用意されていた。近代になると
名古屋大空襲により名古屋の城下町は焼け野原にな
り、かつてあった城下町は失われた。その後の復興都
市計画によって道路幅員の拡張や 100m 道路がつくら
れ、現在の都市の基盤ができあがった。
〈計画〉
　名古屋の城下町には、”閑所”という公共空間が存
在していた。”閑所”は、細い路地と街区中央部分に
ある空地のことであり、中央の空地には集会所や神
社・寺院が建てられており、住人同士の「寄り合いの
場所」、子どもたちの「学びの場」、神社の「祈りの場」
という 3 つの役割を担っていた。
　場としての公共空間である”閑所”を現在の制度で
ある公開空地を利用することで取り戻す。
　“閑所”をつくることで周辺建物の容積率を割増す
る。利潤が保証されるので、建て替えが促進され、閑
所の数は、時間の経過とともに増加していき、やがて
都市全体に現れる。今までのよう表層だけを取り繕っ
たような都市ではなく、今まで認識されていなかった
裏側の空間が連続し、" 様々な振舞 " が連続すること
で新たな都市空間が構成されていく。
２．都市計画
fig.3　urban design concept
fig.4　江戸時代の閑所
fig.2　site plan
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　" 閑所 " という小さな都市広場の中に " 振舞 " を紡
ぐ建築を計画する。
　閑所内に動線空間である「路地」と滞留部分である
「緑地」を計画し、建築はその間の緩衝部分に計画す
る。日本の都市広場は、ヨーロッパのように大きな場
所を与えても、人気の無い、空き地となってしまう可
能性がある。そのため日本の縁側に代表されるような
内外の中間領域をもった建築とし、日本型の都市広場
を計画する。
３．建築計画
〈謝辞〉
本研究、設計は、建築を学び始めてから 6 年間の集大
成と呼べるものになりました。これまでに出会った多
くの方の支えや助言があってこそだったと思います。
この場を借りて感謝申し上げます。
また、設計指導の飯田善彦先生、研究室指導の渡辺真
理教授には、本設計以外でも様々な活動を通して多く
のことを学ばせていただきました。熱心な御指導、大
変感謝しています。副査の下吹越武人教授、赤松佳珠
子准教授からも、お忙しい中貴重な時間を割いて御指
導していただき大変感謝しています。
本当に有り難うございました。
〈参考文献〉
・建築構成学建築デザインの方法 / 坂本一成ほか
・シュリンキング・ニッポン　縮小する都市の未来戦
略 / 大野秀敏＋アバンアソシエイツ
・インテンシブ・シティ 都市の集約と民営化 / 若山
滋
・成熟のための都市再生人口減少時代の街づくり / 蓑
原敬
・都市デザインの系譜 / 相田武文・土屋和男
・仕事と人生 / 城山三郎
・花の名古屋の基盤割 / 沢井鈴一
・NETWORK2010 名古屋圏内の情報発信ネットワーク
(http://network2010.org/)
４．終わりに
fig.5　街路側から見る閑所
fig.6　都市に生まれる閑所
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